
東日本大震災調査報告会 (2011.4.26)

国土技術政策総合研究所 地震防災研究室

建築研究所 国際地震工学センター

観測された地震動の特性について

- 地震の発生状況

- 国土交通省地震計ネットワーク

- 建築の強震観測結果

平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震の震源域

主な海溝型地震の長期評価

（地震調査研究推進本部）
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3月11日14時46分頃

モーメントマグニチュード9.0

震源深さ24km

（いずれも暫定値）



三陸沖～茨城沖の主な地震と震源域（江戸時代以降）

三陸沖から房総沖にかけ

ての地震活動の長期評

価の一部改訂について

平成21年3月9日

地震調査研究推進本部

地震調査委員会

M7.1 (2011.1.2)

近年の超巨大地震の最大余震・誘発地震

M8.7 (2005.3.28)

M8.8 (2010.2.27)
チリ（マウレ）地震

M9.1 (2004.12.26)
スマトラ島沖地震



本震のすべり量分布（気象庁）

「平成23年（2011年）東北地方
太平洋沖地震」について（第28報）
2011.3.25

・断層の大きさ：長さ約450km、幅約200km

・断層のすべり量：最大20～30ｍ程度

・主たる破壊の継続時間：３分程度

・海溝側（浅い側）で大きなすべりが発生

→ 大津波を励起

・３つの大きな破壊：①②③

国土交通省地震計ネットワーク



国土交通省地震計ネットワークの観測記録

地震発生後、即時に公開：http://www.nilim.go.jp/japanese/database/nwdb/index.htm
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観測記録の距離減衰特性

地震計NW,防災科研K-NET, KiK-net



国土交通省地震計ネットワークの観測記録

KSN(6.2, 607gal, 92kine)

NRS(6.0, 659gal, 86kine)

OSK(6.1, 484gal, 107kine)

WKY(5.9, 523gal, 86kine)

代表的な観測記録の加速度波形

OSK-NS(6.1, 484gal, 107kine)

WKY-EW(5.9, 523gal, 86kine)

(3成分から計算した計測震度相当値, 水平2成分合成の最大加速度, 水平2成分合成のSI値)



代表的な観測記録の加速度波形

KSN-EW(6.2, 607gal, 92kine)

NRS-EW(6.0, 659gal, 86kine)

KSN観測点の状況



液状化発生地点の加速度波形

NS (max:203gal)

EW (max:182gal)

UD (max:104gal)

代表的な観測記録の加速度応答スペクトル
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建物の
強震観測結果

概要

• 北海道から関西の54か所の観測地点で強震

記録を採取

• 損傷を受けた建物の観測事例

• 東京の地震動の特性と超高層建物の応答



強震記録が得られた観測地点
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損傷を受けた建物の観測事例

• 現在3事例を確認

• うち2例を紹介

- 仙台の大学校舎

- 国総研立原庁舎(建築研究所)



仙台市の大学校舎

• 1階と9階にセンサー

• 連層耐震壁の曲げ破壊
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地震継続中の固有振動数の変化

加速度(NS)

加速度(EW)

建物変位(NS)

建物変位(EW)

固有振動数

最初の波群で
剛性が若干低下

2番目の波群で
更に剛性が低下



国総研立原庁舎
(建築研究所)

• 新館、本館、及び
地盤の高密度観測

• 新館と本館のエキ
スパンションジョイ
ント部損傷、本館
階段室壁亀裂、一
部柱損傷
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本震前後の固有振動数の変化

• 新館・本館とも、地震による損傷で、固有振動
数が2/3程度に低下
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東京の地震動の特性と
超高層建物の応答

• 東京都中央区の超高層住宅(RC造37階建)
- 地震動の特徴

- 建物応答の特徴
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東京都中央区の地震動
(1階の強震記録)
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広い周期領域の卓越



東京都中央区の
超高層住宅の応答
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ま と め（速報）

・引き続き、余震・誘発地震とその津波に警戒。

・構造物の被害に影響するレベルの強震記録がいくつか

得られている。周期１～２秒程度では兵庫県南部地震

ほどではない。全体的にはM8の十勝沖地震と同等。

・損傷を受けた建物の強震記録には固有振動数の低下

が見られた。超高層住宅の最上階では最大20cmの

大きな揺れが200秒近く観測された。

・得られた強震記録は、耐震設計の合理化･高度化に

向けた調査研究で活用。


